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専門家業務完了報告書
















専門家氏名：
本邦所属先：
プロジェクト名（＊プロジェクト専門家のみ）：


	<専門家活動報告>の外部公開について	Comment by Iizuka: この部分は、派遣者ポータルに別途お知らせのような形で掲載してもらうことを考えています。
1回の派遣期間が3か月以上で専門家業務委託契約又は専門家業務に関する合意書により派遣されている技術協力個別案件の専門家及び有償資金協力専門家については、<専門家活動報告>がJICAナレッジサイトにて外部公開されます（<専門家活動報告（詳細情報）>は非公開）。なお、外部公開に当たり、JICAにて内容の確認等を行うこともあります。




<専門家活動報告>
	1. 派遣国：

	2. 配属機関：

	3. 指導科目：

	4. 派遣期間：

	5. 活動内容、成果：











	6. 達成状況：











	7. 具体的成果品リスト：











<専門家活動報告（詳細情報）>
	1. 専門家指導分野およびその関連分野にかかる受入国、協力先、カウンターパートの配属時点と活動終了時の状況の変化現状と問題点（注※）：






C/P氏名（所属）:                                                         	Comment by Iizuka: 農村開発部からの追記のリクエスト。【理由】専門家の指導を通じた能力向上（CD)は、第一義には配属組織でなく、配属組織の個人（CP)。事業評価に当たって、まずそれらCPのCDを評価対象とするが、往々にして誰が指導を受けたのか、中間・終了時の評価にトレースが困難なことも多い。長期専門家も、プロジェクト期間中に交替することが多いJICAにあっては、情報をダブルチェック（プロジェクトチームの情報と専門家報告書）できる体制が望ましい。本部または在外事務所といったプロジェクトの外部関係者にあっては、それら記録が拠り所である。

	2. プロジェクト事業進捗に果たした専門家業務の役割（例：PDMにおける成果に、個々の専門家業務および成果がどう関わったか）（プロジェクト専門家のみ）：







	3. 専門家活動計画と達成状況に齟齬があった場合、その理由：








	4. 専門家指導分野およびその関連分野で、今後プロジェクト目標を達成するために残された課題（日本‐JICAが今後も取り組むべきか、その際の日本の優位性は何か、日本に十分なリソースが存在するか等についても記載）（プロジェクト専門家のみ）（注※）：









	5. 専門家指導分野及びその関連分野で、今後受入国が取り組む必要があると考える課題（※注）：









	6. 類似プロジェクト、類似分野への今後の協力実施にあたっての教訓、提言等：









	7. プロジェクト事業進捗に果たした専門家業務の役割（プロジェクト専門家のみ）（例：PDMにおける成果に、個々の専門家業務および成果がどうかかわるか）：
8. 
9. 

	10. 専門家活動計画と達成状況に齟齬があった場合、その理由：




	11. 専門家指導分野及びその関連分野でのドナー・国際機関の動向（※）：









	12. 供与、携行機材リスト（プロジェクト専門家以外）：








※項目に関して、派遣期間（派遣期間が１ヵ月以下等極めて短期の専門家）および専門家種別（政策支援型等別途セクター分析レポートの提出を成果として求められる専門家）によっては、記載省略もしくは要点のみの記載で可とする。
